
☆　ご予約・お問い合わせ　☆

いなみ虹保育園・病後児保育室「レインボー」

　住所：兵庫県加古郡稲美町国安1256番地

　TEL：０７９－４９０－２０６４（専用電話）

　FAX：０７９－４９０－６６８２

＊詳しくは「いなみ虹保育園HP」「稲美町HP」をご覧ください。

新型コロナ インフルエンザ

感染力のピーク 発病1日前 発病後2、3日後

潜伏期間 1～14日（平均5，6日） 1～4日（平均2日）

致死率
3～4％

（1％という見解もある）
約0.1％

症状持続期間 2～3週間 3～7日

ワクチン 現在有効なものはない 有り

診断
PCR検査、抗原検査、

抗体検査
抗原検査

治療
確立された治療薬はなく、

多くの薬剤が臨床治験中
複数あり

・
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同時流行に備えよう～正しい理解と行動～新型コロナ
かぜ

インフル

エンザ
新型コロナウイルス感染症の流行が収まらない中、１０月に入りました。

感染予防の対策が功を奏したのか先月までのインフルエンザの報告は例年と比べ1000分の１という報告が出ています。

しかし、インフルエンザの流行が本格化するのは１１月以降、その後１～２月にピークを迎えるため、油断禁物です。

今冬のダブルの流行に備えて、新型コロナウイルスとインフルエンザウイルスの違いや対策についてお伝えします。

新型コロナの特徴は・・・

●ウイルスが増えるのは無症状の時期、発症1日前に感

染力のピーク。

●潜伏期間は、インフルエンザに比較して長い。

●高い感染力がある。

一人の感染者から２～3人。

（インフルエンザは一人から1～1.4人）

●治癒までの期間が長い。

●肺炎を起こしやすい。

（気管や肺に感染する）

●治療や予防について、まだわからないことが多い。

インフルエンザの流行は子どもが主体です。さらに子どもには

他にも発熱を伴う疾患が多く存在します。インフルエンザを含め

た感染症、そして同時流行に警戒すべき今年は、インフルエン

ザワクチンを接種することが推奨されています。かかりつけ医

によっては予約や接種が始まっていますので、問い合わせてみ

ましょう。

新型コロナとインフルエンザってどう見分けるの？

新型コロナかも…その時はどうするの？

インフルエンザワクチンの接種は

同時流行の対策のひとつ！

インフルエンザの特徴は・・・

（新型コロナと比較して）

●潜伏期間が短い。発症してすぐ治療することができ、

感染拡大の対策をしやすい。

●急激に発症し、多くは1週間以内で症状消失する。

●肺炎になりにくい。（上気道感染）

●抗ウイルス薬が複数ある。

●ワクチンがある。

上記、表のような違いを私たちには正しく見極めることは困難で

す。もしかして新型コロナかなと迷ったら、まずはかかりつけ医

か帰国者・接触者相談センター（加古川健康福祉事務所：079-

422-0002）に相談しましょう。

その上で受診が必要と判断されたら、マスクをつけ、公共の交

通機関を避けて病院を受診しましょう。

参考：9/22付神戸新聞、日本感染症学会HP、8/2付Yahoo!ニュース、厚生労働省HP、救急・集中治療医と感染症のエキスパートが

教える新型コロナウイルスとインフルエンザの違い 編集：佐久間

まずは、新型コロナにかからないことが最大の予防法！

『ソーシャルディスタンスの確保』、『マスクの着用』、

『手洗い』等を継続していこうね。そしてかかった時は、

早めの受診が大切だよ！

症状の

比較

新型コロナ

軽症～重症まで

幅広い

季節性は不明

かぜ

ゆるやかに発症

年中みられる

だらだら続く

インフルエンザ

突然の発症

冬に多い

通常5～7日で軽快

発熱 平熱～高熱 平熱～微熱 高熱

せき ◎ ◎ ◎

咽頭痛 ○ ◎ ◎

息切れ ○ ✖ ✖

だるさ ○ ○ ◎

関節痛

筋肉痛
○ ✖ ◎

頭痛 ○ ◎ ◎

鼻水 △ ◎ ○

下痢 △ ✖
○

特に小児に多い

くしゃみ ✖ ◎ ✖

yahoo!ニュース8/2忽那医師の記事より抜粋

日本感染症学会HPより編集

新型コロナ感染症とインフルエンザとの違い


